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分科会で教育活動を 

どの よ う にする か活発な 

意見が交されま した。 

町 の 人 口 

(5 月1日現在） 

総人口 8, 900人 

男子 4, 116人 

女子 4, 124人 

世帯数 2, 651世帯 

一
ー
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
ど
う
す
る
ー
 

一 
分
科
会
方
式
で
活
発
な
討
議
 

F
第
一
回
 

社
会
教
育
大
会
開
か
る
ー
 

No.127号 

「
社
会
教
育
、
公
民
館
活
動
の
 

大
衆
化
と
関
係
団
体
の
在
り
方
」
 

を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
、
赤
池
町
 

第
一
回
社
会
教
育
大
会
は
、
四
月
 

九
日
午
前
九
時
か
ら
、
赤
池
町
公
 

民
館
で
、
関
係
者
一
〇
七
名
の
出
 

席
の
も
と
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
赤
池
町
で
は
初
 

め
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
地
域
社
 

会
の
変
容
と
こ
れ
に
と
も
な
う
住
 

民
の
生
活
構
造
の
激
変
の
な
か
で
 

公
民
館
活
動
を
中
心
と
す
る
社
会
 

教
育
の
在
り
方
を
見
つ
め
直
そ
う
 

と
い
う
目
的
か
ら
開
か
れ
た
も
の
 

で
す
。
 

今
回
の
出
席
者
は
、
地
区
公
民
 

館
長
を
は
じ
め
、
町
内
の
社
会
教
 

育
関
係
団
体
の
代
表
を
中
心
に
参
 

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

大
会
は
ま
ず
、
町
の
社
会
教
育
 

活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
、
団
 

体
を
表
彰
し
、
池
永
町
長
の
激
励
 

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
五
分
科
会
 

に
分
散
し
て
、
社
会
教
育
の
各
分
 

野
に
つ
い
て
突
込
ん
だ
討
議
を
行
 

い
、
今
後
の
公
民
館
活
動
を
は
じ
 

め
、
各
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
 

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
建
設
的
な
 

意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
 

し
た
。
 

町
公
民
館
で
は
、
こ
の
大
会
で
 

集
約
さ
れ
た
意
見
を
尊
重
し
‘
こ
 

れ
か
ら
活
動
の
中
に
生
か
し
て
い
 

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

当
日
表
彰
さ
れ
た
個
人
、
団
体
 

は
次
の
通
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

〇
個
人
表
彰
 

藤
井
良
太
郎
（
十
区
公
民
館
 

長） 
池
田
 
吉
ー
ハ
（
俳
句
会
々
 

長） 
木
村
伴
太
郎
（
猿
田
地
区
公
 

民
館
長
）
 

伊
川
 
重
彦
（
町
体
育
協
会
 

長） 

〇
団
体
表
彰
 

猿
田
子
供
会
 

伏
原
老
人
会
 

入
 
居

者

決

る

 

公
 
営
 
住
 
宅
 

町
営
住
宅
を
板
屋
団
地
に
建
築
 

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
 

成
し
ま
し
た
。
間
取
り
は
第
一
種
 

が
、
三
畳
、
四
畳
半
、
六
畳
、
第
 

二
種
が
、
三
畳
と
六
畳
、
入
居
を
 

希
望
さ
れ
る
方
は
六
十
二
人
で
、
 

建
築
数
は
十
八
戸
で
し
た
。
 

昭
和
四
＋
七
年
度
の
建
築
目
標
 

は
、
四
十
二
戸
、
板
屋
団
地
に
建
 

築
す
る
予
定
で
す
。
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移
動
役
場
日
程
 

懇
談
会
（
移
動
役
場
）
の
日
程
 

は
次
の
予
定
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
御
意
見
、
御
要
望
を
 

ど
し
ど
し
お
出
し
下
さ
い
。
 

一
人
で
も
多
く
の
御
参
加
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

（
時
間
は
い
ず
れ
も
夜
八
時
か
 

ら
で
す
）
 

■
5
月
 14 

日
 
第
七
支
所
 

（
該
当
駐
在
）
春
日
、
市
津
、
石
 

松
、
猿
田
 
世
帯
数
 

一
一
八
 

会
場
 

公
民
館
 

■
5
月
 28 

日
 
第
八
支
所
 

（
該
当
駐
在
）
 

一
ー
五
ま
で
と
吉
 

ケ
浦
 
世
帯
数
 

一
六
四
 

会
場
 
市
場
保
育
園
 

■
6
月
 11 

日
 
第
九
支
所
 

（
該
当
駐
在
）
東
組
、
西
組
、
中
 

組
、
岩
屋
組
 
世
帯
数
 

一
七
七
 

会
場
 

公
民
館
 

な
お
、
第
 10 

支
所
以
降
の
懇
談
 

会
の
日
程
は
五
月
末
実
施
予
定
の
 

支
所
長
、
駐
在
員
会
議
で
決
定
し
 

ま
す
。
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
 

あ
り
ま
す
。
 

不

用

犬

 の
 

買

上

げ

に

つ

い

て

 

犬
に
よ
る
ご
う
傷
事
故
や
農
作
 

物
、
家
畜
等
の
被
害
が
あ
と
を
た
 

た
ず
、
ま
た
最
近
子
供
が
犬
に
か
 

ま
れ
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
て
 

い
る
現
状
で
す
。
 

野
犬
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
 

不
用
犬
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
 

役
場
衛
生
係
で
は
、
左
記
の
よ
う
 

に
不
用
犬
の
買
上
げ
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
 

記
 

一
‘
成
犬
 

一
匹
 

百
 
円
 

子
犬
 

】
匹
 

五
十
円
 

二
、
買
上
げ
場
所
 

民
生
課
衛
生
係
 



(2)-ナ
 

か
 

あ
 

ワ
反
 

害
芋
 

広
 

確
 
定
 
申
 
告
 
が
 

違
・
つ
 
と
 
き
 

昭
和
四
十
六
年
分
の
確
定
申
告
 

の
受
付
は
、
三
月
十
五
日
で
終
h
ノ 

ま
し
た
。
 

し
か
し
、
確
定
申
告
を
し
た
後
 

で
、
内
容
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
こ
 

と
に
気
づ
い
た
方
は
訂
正
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
訂
正
の
手
続
な
ど
に
 

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
 

《
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
 

た
と
き
》
 

所
得
や
税
額
が
計
算
を
ま
ち
が
 

っ
て
、
納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
 

た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
額
が
多
 

か
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
 

っ
た
と
き
は
、
 

「
修
正
申
告
」
を
 

し
て
正
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
 

ら
更
正
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、
 

い
つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
し
た
方
 

が
有
利
で
す
。
 

つ
ま
り
、
税
務
署
の
調
査
を
受
 

け
た
後
で
修
正
申
告
し
た
と
き
は
 

過
少
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
 

が
、
自
分
で
ま
ち
が
い
を
発
見
し
 

て
調
査
を
受
け
る
前
に
修
正
申
告
 

し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算
税
 

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

《
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
 

と
き
》
 

所
得
や
税
額
の
計
算
を
ま
ち
が
 

っ
た
た
め
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
 

い
た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
 

少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
に
 

は
、
正
当
な
税
額
に
な
お
す
よ
う
 

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
昭
 

和
四
十
八
年
三
月
十
五
日
ま
で
で
 

す。 更
正
の
請
求
を
す
る
と
、
税
務
 

署
で
は
そ
の
内
容
を
調
べ
て
、
納
 

め
過
ぎ
の
税
金
を
返
す
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

《
確
定
申
告
を
忘
れ
た
と
き
》
 

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
 

申
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
 

期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
期
限
後
申
告
は
、
税
務
署
か
 

ら
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、
 

い
つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
し
た
方
 

が
有
利
で
す
。
 

つ
ま
り
、
期
限
後
申
告
を
し
な
 

い
で
税
務
署
か
ら
決
定
の
通
知
を
 

受
け
る
と
、
税
額
の
十
％
の
無
申
 

告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
調
 

査
を
受
け
る
前
に
申
告
し
た
と
き
 

は
、
無
申
告
加
算
税
は
税
額
の
五
 

％
で
す
み
ま
す
。
 

（
田
川
税
務
署
）
 

町
 
民

体

育

祭

 

五
 
月
 
＋
 
四
 
日
 

赤
池
町
公
民
館
、
赤
池
町
体
育
 

協
会
主
催
の
第
十
二
回
体
育
祭
は
 

五
月
十
四
日
の
日
曜
日
、
彦
山
川
 

原
の
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
公
民
館
、
体
育
協
会
は
、
本
 

年
度
の
町
民
体
育
祭
の
開
催
に
つ
 

い
て
関
係
団
体
と
話
合
い
を
す
す
 

め
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
十
四
日
 

の
第
二
日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
 

に
き
め
ま
し
た
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
保
育
園
の
対
 

抗
競
技
、
保
護
者
の
対
抗
リ
レ
ー
 

や
こ
ど
も
、
職
場
、
地
区
公
民
館
 

の
対
抗
リ
レ
ー
を
中
心
に
、
 
一
般
 

男
女
の
参
加
に
よ
る
多
彩
な
種
目
 

が
盛
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

お
り
、
老
若
男
女
を
と
わ
ず
町
民
 

多
数
の
参
加
を
求
め
て
い
ま
す
。
 

な
お
当
日
は
花
火
の
号
砲
で
開
催
 

を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す。 

公
民
館
教
室
 

生
 
徒
 
募
 
集
 

公
民
館
で
は
、
次
の
教
室
を
開
 

設
致
し
ま
す
。
 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
 

め
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

※
 
本
館
教
室
 

一
料
理
一
 

第
一
第
三
水
曜
日
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 

一
料
理
一
 

第
二
第
四
水
曜
日
 

午
後
七
時
か
ら
 

一
茶
道
一
 

毎
週
木
曜
日
 

午
後
七
時
か
ら
 

「
生
花
一
毎
週
水
曜
日
 

午
後
七
時
か
ら
 

一
生
花
」
 

毎
週
金
曜
日
 

午
後
七
時
か
ら
 

※
 
地
区
館
生
花
教
室
 

上
野
地
区
（
上
野
保
育
園
で
）
 

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
か
ら
 

市
場
地
区
（
市
場
保
育
園
で
）
 

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
か
ら
 

赤
池
地
区
（
中
尾
生
活
館
で
）
 

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
か
ら
 

〇
 
受
講
料
 

無
料
但
し
材
料
費
は
実
費
 

〇
 
申
し
込
み
締
切
 

五
月
十
五
日
ま
で
 

婦
人
会
役
員
決
る
 

連
合
会
長
 

森
 
千
代
子
 

副

会

長

 

中
村
 
千
鶴
 

副
会
長
 

宮
崎
フ
サ
子
 

赤
池
十
区
東
 

中
村
 
千
鶴
 

支
部
長
 

赤
池
車
道
 

幸
 
す
み
え
 

上
野
一
区
 
世
良
 
千
歳
 

赤
池
本
町
 

近
藤
 
繁
子
 

上
野
五
区
 
官
崎
フ
サ
子
 

赤
池
高
尾
町
 

松
永
 

ス
ギ
 

市
場
六
区
 
八
隅
チ
ェ
子
 

県
営
伏
原
 

島
本
し
げ
子
 

市
場
七
区
 
八
隅
レ
イ
子
 

以
上
の
方
が
新
ら
し
い
町
づ
く
り
 

市
場
八
区
 
毛
利
ツ
ャ
子
 

の
為
に
婦
人
会
の
お
世
話
を
さ
れ
 

市
場
猿
田
 
木
村
 
艶
子
 

ま
す
。
 

赤
池
十
区
西
 
木
村
フ
ミ
子
 

赤
池
公
民
館
句
会
 

水
草
の
生
ふ
沼
に
た
な
び
き
湯
 

雷
湧
く
 

小
坂
 
賛
泉
 

春
寒
し
十
字
架
の
き
ざ
む
の
み
 

の
墓
 

白
石
天
留
翁
 

く
つ
ろ
ぎ
も
な
ら
ず
朝
寝
も
な
 

ら
ぬ
旅
 

池
田
 
紫
酔
 

驚
に
朝
の
静
け
さ
ほ
こ
ろ
び
し
 

平
井
ま
さ
る
 

山
荘
の
勝
手
ロ
ま
で
花
な
づ
な
 

桑
野
そ
の
女
 

由
布
の
宿
更
く
れ
ば
春
の
夜
の
 

し
じ
ま
 

」
禾
 
春
翁
 

十
字
章
苔
む
す
寝
墓
落
椿
 

測
上
よ
し
子
 

木
々
は
芽
に
山
の
湖
畔
の
遊
歩
 

道
 

千
代
田
景
石
 

洋
湯
の
そ
そ
ぐ
そ
こ
よ
り
水
草
 

生
ふ
 

池
田
 

一
歩
 

日
の
射
せ
ば
た
ち
ま
ち
春
の
由
 

布
盆
地
 

池
田
 
駒
女
 

薄
の
も
ふ
て
流
れ
て
堰
か
れ
け
 

り
 

山
田
千
恵
女
 

ひ
か
げ
れ
ば
寒
さ
の
残
る
湖
畔
 

か
な
 

磯
 
シ
ゲ
子
 

く
た
ぶ
れ
て
昼
湯
に
つ
か
る
遍
 

路
か
な
 

中
村
 
青
甫
 

ぎ
し
ぎ
し
の
伸
び
て
巡
礼
日
和
 

か
な
 

大
久
保
昭
女
 

滝
川
の
岩
に
咲
き
た
る
す
み
れ
 

か
な
 

藤
井
 
公
樹
 

こ
の
雨
に
木
々
は
っ
き
り
と
芽
 

立
ち
け
り
 

松
本
た
か
し
 

雪
解
風
息
の
み
ほ
ど
に
冷
た
か
 

り
 

池
田
か
ね
よ
し
 

春
昼
の
気
温
よ
う
や
く
山
の
宿
 

下
田
水
心
子
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